
~ Q 今黒烹力答十年 
~りかでこれを使っている姿が見られ 

I ました。これは、モミがらやゴミな 

どを分ける機械です。何と呼ばれて

いるものでしょ う。 

イ り 

優勝旗を受け取る上町クラフ’ 

kiるぎ’”と発見ノー”1 

(
 

朝
野
球
閉
幕
 

優
勝
 

玉
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
朝
野

球
選
手
権
大
会
が
全
日
程
を
終
了

し
、
十
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
A
級
「
金
木
野
球
ク

ラ
ブ
」
、
B
級
 
「上
町
ク
ラ
ブ
」
 

の
両
チ
ー
ム
が
熱
戦
の
末
、
優
勝

旗
を
手
に
し
ま
し
た
。
大
会
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
旗
が
手
渡
さ
れ

ナ
イ
ン
は
満
面
の
笑
み
で
喜
び
を

現
わ
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
が
郡

の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
県
大
会

で
は
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、
 

A

級
金
木
野

球
ク
ラ
ブ
 

B

級
上
町

ク
ラ
ブ
 

見
事
念
願
の
初
優
勝
を
決
め
ま
し
 

た
。
 

金
木
町
か
ら
の
代
表
が
県
大
会
 

で
優
勝
し
た
の
は
昭
和
五
十

一
年
 

第
十

一
回
大
会
で
中
谷
石
油
チ

ー
 

ム
が
優
勝
し
て
以
来
、
実
に
十
七
 

ぶ
り
二
度
目
の
快
挙
で
す
。
 

今
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

A
級
 

優
 
勝
 
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
 

準
優
勝
 
c
I
T
Y
H
 

第
三
位
 
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
 

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
 

右
戸
谷
貞
助
（
c
I
T
Y
H
)
 三

塁
打
賞
 

三
浦
 
淳
（
金
木野
球
ク
ラ
ブ
）
 

加
藤
 
功
（
金
木
野
球
ク
ラ
プ
）
 

荒
井
光
男
（
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 

ニ
塁
打
賞
 

近
村
明
彦
（
c
I
T
Y
H
)
 

最
多
勝
利
投
手
賞
 

三
浦
 
淳
（
金
木野
球
ク
ラ
ブ
）
 

阿
部

一
博
（
男
寿
し
クラ
ブ
）
 

ノ
ー
ヒ
ツ
ト

・
ノ
ー
ラ
ン
賞
 

加
賀
谷
尚
（
金
木
町
役
場
）
 

優
秀
選
手
賞
 

西
村
伸
彦

（
男
寿
し
クラ
ブ
）
 

古
川
昭
則

（下
山
自
動
車
）
 

西
村
長
幸
（
金
木
町
役
場
）
 

開
坂
鉄
也
（

c
I
T
Y
H
)
 

藤
田
英
樹
（
金
木野
球
ク
ラ
プ
）
 

秋
田
 
尊
（川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 
 

近
藤
 
徹
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

B
級
 

優
 
勝
 
上
町
ク
ラ
ブ
 

準
優
勝
 
県
信
用
ク
ラ
ブ
 

第
三
位
 
朝
日
ク
ラ
ブ
 

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
 

木
下
貴
博

（
ア
ポ
ロ
吉
崎
）
 

三
塁
打
賞
 

藤
元
昭
逸

（
上
町
クラ
ブ
）
 

米
塚
健
二

（
上町
ク
ラ
プ
）
 

山
中
 
太

（
上
町
クラ
ブ
）
 

古
川
秀
忠
（
上
町
ク
ラ
ブ
）
 

津
島
和
人

（
県信
用
ク
ラ
ブ
）
 

角
田
昭
次

（朝
日
ク
ラ
ブ
）
 

種
村
嘉
修
（
ア
ポ
ロ
吉
崎
）
 

ニ
塁
打
賞
 

白
川
昭
雄

（
上町
ク
ラ
ブ
）
 

最
多
勝
利
投
手
賞
 

白
川
昭
雄

（
上町
ク
ラ
ブ
）
 

優
秀
選
手
賞
 

木
下
常
幸

（
金
木
町役
場

B
)
 

松
川
久
美

（
ア
ポ
ロ
吉
崎
）
 

小
林
達
弘

（
朝
日
クラ
ブ
）
 

白
川
登
喜
雄

（イ
ー
グ
ル
ス
）
 

秋
元
 
浩

（
県信
用
ク
ラ
ブ
）
 

白
川
隆
行

（
上町
ク
ラ
ブ
）
 

第
四
十
ハ
回
 

国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
 

相
撲
 

成
年
一
部
B
団
体
 

準
優
勝
 
蒔
田
正
信
（
金
木
）
 

第
四
回
全
国
都
道
府
県
 

中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
 

相
撲
 

団
体
優
勝
 
小
野
貴
史
（
金
木中
）
 

」
 

広報かなき~川川1111111 	 

~ ii 解者の中から抽選で 3 名様に素 

II敬な記念品を差し上げます。どんど 

~ん応募して下さい。 

~応募方法 

~ハガギに住所、氏名、年齢、職業、 

~電話番号を記入のつえ 

~①クイズの答②今月号のよかった記 

I 事③っまらなかった記事④ご意見’ 

~三感想を記入のつえ 

~ r037-02 
~ 金木町大字金木字朝日山323 
i 金木町役場企画室 

iまでご応募下さい。 

I 応募の締切は12月 4 日当日消印有 

~効。当選者の発表は12月号に掲載し 

~ます。 

~ 10月号の答 こめ“米’ロード 

~当選者は次の 3 名です。 

~ 喜良市 斉 藤 亭 子さん 

~ 喜良市 大 僑 高 太さん 

~ 金 木 小 野 敬 子さん 

i たくさんのご応募、貴重なご意見 

~有難うございます。今回当選しなか 

~った方もこれにめけずどしどしご応 

~募くた’さい。 
L","”ー””""”ー””ー 	．”"""”ーwーー””"”ー””ー””"”。ー””」w，ンーw"”ー“。 



ハ
兵
衛
 
御
隠
居
、
一
大
事
、
一
大
事
。
 

助
さ
ん
 
ど
う
し
た
八
、
そ
ん
な
に
あ
わ
て
て
。
 

悪
質
商
法
 

一

読
ん
で
字
の
、
」
と
く
、
悪
質
な
訪
問
販
売

や
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー

ル
ス
な
ど
の
こ
と
。
「豊
田

商
事
事
件
」
「茨
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ゴ

ル
フ
会
員
権
乱
売
事
件
」
な
ど
で
は
、

多
く

の
被
害
者
が
で
ま
し
た
。
主
な
悪
質
商

法
を
、
 

そ
の
手
ロ
か
ら
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

〇

s
F商
法
 

〇
見
本
工
事
・
点
検
商
法
 

〇
か
た
り
商
法
 

〇
財
テ
ク
商
法
 

〇
開
運
商
法
 

IIH'I'll" 川川 広報かなぎ ⑧ 

黄
門

さ
ま
が

教
え
る
 

悪
質
商
法
対
策

の
極
意
 

ー
s
F

商

法

に
引
っ

か
か
っ

た
お

ョ
ネ

さ
ん
の

巻

ー
 

甘
い
言
葉
で
巧
み
に
近
づ
き
、
不
当
に
商
品

を
売
り
つ

け
る
悪
質
商
法
。

最
近
、

こ
れ
ら
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る

お
年
寄
り
が
多
い

こ
と
を
こ
存
じ
で
す
か
。
あ
ら
、
黄
門

さ
ま
の
こ

近
所
で
も
被
害
者
が
出
た
よ
う
で
す
よ
。
 

ハ
兵
衛
 
そ
こ
の
長
屋
に
住
ん
で
い
る
ョ
ネ
っ
て
お
ば
あ
さ
ん
が
、
悪
質
商
法
 

角
さ
ん

ハ
兵
衛
 

に
引
っ
か
か
っ
た
っ
て
ん
で
大
騒
ぎ
で
す
よ
。
 

で
、
ど
ん
な
被
害
に
遭
っ
た
ん
だ
い
。
 

な
ん
で
も
、
道
を
歩
い
て
い
た
ら
「
た
だ
で
物
を
あ
げ
る
」
と
声
を
 

か
け
て
き
た
男
が
い
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
男
に
連
れ
て
い
か
れ
 

た
先
じ
ゃ
、
初
め
は
本
当
に
た
だ
で
物
を
配
っ
て
い
た
ら
し
い
ん

で
す
が
ね
、
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
高
価
な

健
康
器
具
を
売
り
始
め
た
。
し
ま
い
に
ゃ
、「買
わ
な
き
ゃ
家
に

帰
さ
な
い
」
な
ん
て
脅
し
だ
す
始
末
で
。
結
局
、
ョ
ネ
さ
ん
、
欲
 

し
＜
も
な
か
っ
た
の
に
買
わ
さ
れ
る
は
め
に
な
っ
た
っ
て
ん
で
す
よ
。
 

り
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法
が増
え
て
い
る
と
い
う
が
。
ど
れ
、
ョ
ネ

さ
ん
の
相
談
に
の
っ
て
あ
げ
る
と
し
ま
す
か
。
 

御
隠
居
 
ご
め
ん
な
さ
い
よ
。

ョ
ネ
さ
ん
は
お
ら
れ
ま
す
か
。
 

ョ
 
ネ
 
あ
あ
御
隠
居
、

聞
い
て
く
だ
さ
い
な
。

こ
ん
な
一O
I価な
も
の
買
わ
さ
 

れ
ち
ゃ
っ
て
。
あ
た
し
ゃ
悔
し
＜
て
悔
し
＜
て
 
。
 

御
隠
居
 
ま
あ
、
落
ち
着
い
て
。
と
こ
ろ
で
ョ
ネ
さ
ん
、

契
約
書
を
受
け
取
っ
 

た
の
は
い
つ
の
こ
と
で
す
か
な
。
 

ョ
 
ネ
  
へ
え
、
二
日
前
の
こ
と
で
。
 

御
隠
居
  
そ
れ
な
ら
心
配
な
い

o
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う
制
度
を
ご
存
じ
 

か
な
。
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
一
日
目
と
数え
て
、
八
日
以
内
 

(
'
 

(
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ

（n
o
o
l
i

ng
6
f
f

）
と
は
、
 

も
と
も
と
 
「頭
を
冷
ゃ
す
」
と

い
う
意
味
。
 

消
費
者
が
、
頭
を
冷
や
し
て
考
え
直
し
て
み

た
と
こ
ろ
解
約
し
た
い
 
と

な
れ
ば
、
特

別
の
理
由
が
な
く
て
も
い
っ

さ
い
の
経
済
的

負
担
な
く
（
商
品
を
返
品
す
る
際
の
送
料
も

業
者
も
ち
）
、一
方
的
に
申
し
込
み
の
撤
回
、
 

ま
た
は
解
約
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
［
訪

問
販
売
法
第
六
条
］
。
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
が
で
き
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
参

考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
 一
、
二
、
三
、
四
、
 

す
べ
て
に
当
て
は
ま
れ
ば
、

ほ
ぼ
間
違
い
な
 

御
隠
居
 
s
F
商
法
、
い
わ
ゆ
る
催
眠
商
法
の
一
種
じ
ゃ
な
o
最
近
は
お
年
寄
 

S
F
商
法
 

「新
製
品
普
及
会
」
と

い
う
業
者
が

こ
の

商
法
を
あ
み
だ
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
頭
文

字
を
と
り

s
F商
法
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
「在
宅
率
が
高
く
」
 

「時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
り
」
「
社
会
と
の
接

触
が
少
な
く
な
り
が
ち
」
 
な
お
年
寄
り
がね

ら
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

全
国
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ

ら
れ
た

s
F商
法
に
関
す
る
相
談
件
数
を
み

て
も
、
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
七
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
 



へ
 

(
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内
容
証

明
郵
便
 

い
つ
、
だ
れ
が
、
だ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な

内
容
の
書
面
を
出
し
た
か
を
、
郵
政
省
が
証

明
し
て
く
れ
る
郵
便
で
す
。
 

同
文
の
書
面
を

三
通
（
三
枚
ー

セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
、
市
販
の
内
容
証
明
用
紙
を
使

う
と
便
利
で
す
）
、
封
筒
一
枚
、
（受
取
人
、
差

出
人
を
明
記
し
て
お
く
）
訂
正
が
あ
っ
た
と

き
の
た
め
に
印
鑑
を
持
っ
て
、
集
配
業
務
を

扱
う
大
き
な
郵
便
局
に
行
き
ま
す
。
受
付
後
、
 

三
枚
の
書
面
に
郵
便
局
の
証

明
印
が
も
ら
え

ま
す
。
持
参
し
た
封
筒
を
使
っ

て
一
通
を
相

手
方
に
発
信
し
、
 
一
通
は
差
出
人

の
保
管
用

に
。
も
う
一
通
は
郵
便
局
で
五
年
間
保
管

さ

れ
ま
す
。
 

内
容
証
明
郵
便
に
か
か
る

料
金
は
、
通
常

七
百
八
十
二
円
で
す
。
 

そ
の
道
の
プ
口
 

悪
質
業
者
は
、

人
を
だ
ま
す
こ
と
に
お
い

て
は
プ

ロ
で
す
。
そ
の
手
ロ
も
、
公
民
館
な

ど
の
公
的
施
設
を
使
っ
て
信
用
さ
せ
る
な
ど

巧
妙
か
つ
悪
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
わ
た
し

は
絶
対
に
大
丈
夫
」
と
自
信

の
あ
る
人
で
も
、
 

コ
ロ
ッ
と
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

な
ら
無
条
件
に
解
約
で
き
る
と
い
う
制
度
で
な
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
対
象
と
な
る
た
め
の
要
件
も
あ
る
の
じ
ゃ
が
、
ョ
ネ
さ
ん
の
場

合
は
大
丈
夫
、
解
約
で
き
る
で
し
ょう
。
 

ョ
 
ネ
 
で
、

そ
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
 

御
隠
居
 
解
約
す
る
旨
を
書
い
た
書
面
を
業
者
に
送
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
た
だ
、
 

後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
ぬ
よ
う
に
、
書
面
を
発
信
レ
た
こ
と
や
内

容
に
つ
い
て
証
拠
を
残
し
て
お
け
る
内
容
証
明
郵
便
で
出
す
と
確
実
 

で
す
よ
。
 

ョ
 
ネ
 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

御
隠
居
。

助
か
り
ま
し
た
よ
。
 

角
さ
ん
 
こ
れ
で
ョ
ネ
さ
ん
も
ひ
と
安
心
で
し
よ
う
。
 

御
隠
居
 
一つ
む
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
わ
し
ら
年
寄

り
も
、
も
っ
と
「
消
費
者
の
自
覚
」
を
持
た
ね
ば
い
か
ん
な
。
 

ハ
兵
衛
 
な
ん
で
す
か
い
、
そ
の
消
費
者
の
自
覚
っ
て
の
は
。
 

御
隠
居
 
こ
の
商
品
が
ど
う
し
て
も
必
要
か
。
商
品
を
買
う
に
し
て
も
、
こ
の

業
者
の
も
の
が
い
い
の
か
、
つ
ま
り
他
社
の
商
品
と
比
較
す
る
必
要

は
な
い
の
か
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
家
族
に
は
相
談
し
な
＜
て
も
よ
い

の
か
、
支
払
い
は
で
き
る
か
な
ど
、考
え
て
買
わ
ね
ば
な
ら
ん
と
い

う
こ
と
じ
や
。
 

助
さ
ん
 
し
か
し
、
相
手
は
そ
の
道
の
プ
口
で
す
か
ら
ね

o

そ
の
場
の
雰
囲
気

に
の
ま
れ
て
ポ
ー
と
な
っ
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
脅
さ
れ
て
買
「つ

は
め
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃな
い
で
す
か
。
 

御
隠
居
 
そ
ん
な
と
き
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
じ
ゃ
。
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ

フ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
売
り
方
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
解
約
で

き
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
の
が
よ

か
ろ
「つ
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
し
、
電
話

で
相
談
に
の
っ
て
＜
れ
る
か
ら
便
利
じ
や
よ
。
 

ハ
兵
衛
 
す
る
っ
て
え
と
、
消
費
者
に
と
っ
て
、
さ
し
ず
め
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
は
御
隠
居
の
印
寵
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
駆
け
込
み
寺
っ
て
と

こ
で
す
か
ね
。
 

く
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
で
き
ま
す
。
 

契
約

（
申
込
み
）
し
た
場
所
が
次
の
ど
 

れ
か
に
当
て
は
ま
る
。
 

自
宅
 

職
場
 

街
頭

（
路
上
）
 

喫
茶
店
 

展
示
会
場

（
一
日
で
移
動
す
る
も
の
）
 

営
業
所

や
店
舗
で
も
、
そ
こ
（
業
者
に
 

連
れ
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
目
的
を
告
げ
 

ら
れ
ず
に
営
業
所

（
呼
び
出
さ
れ
た
。
 

契
約

（
申
込
み
）
し
た
商
品
が
訪
問
販

売
法
で
定
め
る
指
定
商
品
で
あ
る
こ
と
。
 

指
定
商
品
の
代
金
の
総
額
が
三
千
円
以

上
で
あ
る
こ
と
。
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の
告
知
を
正
し
く

記
載
し
て
あ
る
契
約
書

（
申込
書
）
を

受
け
取
っ
て
か
ら
八
日
以
内
で
あ
る
。
 

一
方
、
書
面
に
ク

ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の

告
知
が
な
い
場
合
、

ま
た
は
、
契
約
書
 

（
申込
書
）
を
受
け
取
っ

て
い
な
け
れ

ば
八
日
を
過
ぎ
て
い
て
も
よ
い
。
 

ー
消
費

生
活

セ
ン
タ
ー
 

消
費
者

ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ

て
い
る
方

は
 

●

青
森
県

消
費

生
活

セ
ン
タ

ー
 

青
森

市
本
町
二
丁
目

一
の
十
六
 

丑
〇
一
七
七

ー
二
ニ

ー
三
三
四

三
 

●

消
費

生
活
苦
情
相

談
員
 

小
山
内
ト

シ
エ
 

金
木
町
見

崎
町
 
容

五
ニ
ー
三
六

六
三
 

●

金
木

町
役
場
企

画
室

消
費
者
行
政

担
当

容
五
三

ー
二

一
一
一
内
線
二
八

六
ま
で

お

気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
。
 

秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
 



ワ
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

こ
の
度

め
で

た
く
「

か
な
ぎ

公
民

館
プ

ラ
イ
ダ

ル
」
 
（
企
画
・

進
行

ー
事

務
局
「

金
木
町
中
央
公
民

館
」
）

に
よ

り
カ
ッ

プ

ル
と
な
ら
れ

た
若
い
四

組
を
ご

紹
介

い
た
し

ま
す
。
 

●鶏レバーのつくね揚げ

材 料（ 4 人分） 
鶏レバー 

にんじん

ピーマン

長ねぎ

長いも

しょうが

卵 
片栗粉 

しょう油 

250g 

20g 
20g 
20g 
100g 

にんにく 各1片 

1/2個 

大サジ1 
小サジ1 

(
 

(
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1993. 10

新郎

鰍ilI 

.9 

古 川 	清 彦さん（喜良市） 

伊 藤 りか子さん（嘉 瀬） 

1993 

新郎 

新婦 

.10.10 

松 川

三 上 

武 仁さん（嘉 瀬） 

郁 子さん（中里町） 

×  

慈」 舶」 

I 

~ 

曹『柳 ll 
" 

	' 

	

’ ' 	 ，' 

	

、、 	二 	． 

	

、、 	 』 	， 

1993 

新郎 

新婦 

価 

，嘗 
一 	

一叫』’ 
.10.21 

桑 田 

加 藤 

‘ 
議、l 

一 
、 	嘉 f 難 

1993.10.23 

新郎 小 林 	満さん榊奈川県） 

新婦 中 谷 聡 子さん（川 倉） 

昌 佳さん（喜良市） 

泰 子さん（中里町） 

★
ご

結
婚
を
ご

予
定

さ
れ

て
い

る
方

は
、

お
気
軽

に
金
木

町
中
央

公
民

館

に

ご
相
談
下

さ
い
。

（
T
E
L

5
31

3
5
8

1
)
 

凡喝 
こしょう 	 少々 

揚げ油 	 適宜

付け合わせ 

キャベツ 	 40g 
レモン 	 1/2個 

パセリ 	 少々 

ソース・ケチャップ 大サジ1 
作り方 

〔下ごしらえ〕 

鶏レバー よく水洗いして、牛乳

か冷水に30分ほどつけて血抜き

し、たっぶりのお湯でゆでる。 

ーにんじん みじん切り 
'I 

'I 

すりおろす 
'I 

が すりおろして汁 

をしlごる 

千切りにし、水に放し 

てパリッとさせる。 

〔本ごしらえ〕 

①ゆでたレバーを細かく刻んです

り鉢ですり、下ごしらえした⑧、 

卵、．片栗粉、こしょう、しょう

油を入れ、よく混ぜ合わせる。 

②熱した油に①を一口大に丸める

か、スプーンで落として揚げる。 

③ギャベツとレモン、パセリを添

えて、ソースとケチャップを混

ぜ合わせたもので食べる。 

食 
:L 生

奮曹曹 
子の 

ー  
‘ ~尋~二． ん 

鶏肉のレバーは豚や牛に比べて 

“くせ”がなく食べやすいもので

す。皆さんもどうぞお試し下さい。 

ピーマン 

長ねぎ 

⑧ 長いも 

にんにく 

しょうが 

ギャベツ 



「身
長
が
高
い
人
」
 
「身
長
が

低
い
人
」
 
が世
の
中
に
は
い
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
何
事
も
過
ぎ
る
と

問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
の

ー
つ
に

身
長
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
 

最
近
、
日
本
人
の
若
者
の
平
均

身
長
は
か
な
り
伸
び
て
い
ま
す
。
 

同
時
に
若
者
た
ち
の
身
長
に
対
す

る
関
心
も
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
 一
方
、
身
長
が
低
い
こ
と
を

そ
れ
ほ
ど
気
に
し
な
い
人
も
い
ま

す
が
、
気
に
な
る
人
に
と
っ
て
は

大
き
な
問
題
と
な
り
、
他
人
に
対

す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
な
る
こ

と
さ
え
あ
り
ま
す
。
 

で
は
、
ど
の
位
低
け
れ
ば
「
身

長
が
低
い
」
 
と
いう
の
で
し
ょ
う

か
。
別
に
載
せ
て
い
る
表
を
見
て

下
さ
い
。
男
子
、
女
子
に
分
け
て
、
 

子
供
の
年
齢
と
身
長
を
結
ん
だ
点

が
色
塗
の
部
分
に
入
る
と
「
身
長

が
低
い
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

「身
長
が
低
い
」
 
原
因に
は
、
 

様
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
部
分
は

遺
伝
的
な
も
の
、
体
質
的
な
も
の
、
 

す
な
わ
ち
持
っ
て
生
れ
た
も
の
で

す
が
、
時
に
、
病
気
の
た
め
に
身

長
が
伸
び
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
成
長
ホ

ル
モ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
十
分

に
分
泌
さ
れ
な
い
「
下
垂
体
性
小

人
症
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
成
長

ホ
ル
モ
ン
は
、
脳
の

一
部
の
下
垂

体
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
分
泌
さ
れ
、
 

主
に
身
体
の
成
長
を
促
進
さ
せ
る

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
こ

の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
十
分
で
な

い
と
身
長
も
十
分
に
伸
び
な
く
な

り
ま
す
が
、
現
在
、
こ
の
成
長
ホ
 

ル
モ
ン
を
補
充
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
、
一
部
の
「
身
長
が
低
い
」
 

こ
と
を
悩
ん
で
い
る
子
供
た
ち
を

救
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
ろ
「身
長
が
低
い
」
 

子
供
の
な
か
に
は
、
病
気
が
潜
ん

で
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
 一
度
病

院
で
受
診
し
、
医
師
に
相
談
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

金木病院カルテ⑩ 

「身長が低い」 

小児科医長 小 友 勇 人 

⑩ 広報かむぎ川川川川11111111 

	標準身長． 
．ーーーー 

女子の成長曲線 
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中央公民館の一部改修工事のため、下記の期間大ホールに限り利用でき 
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尚、大ホール以外は通常通り利用できます。 
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お
ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

朝
野

球

チ
ー
ム
 

ガ金
木
野
球
ク
ラ
ブ
ガ
 

見事県大会初制覇 

な
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
 

も
な
く
、
 一
回
戦

で
は
同
点
で
迎
え

た
最
終
回
に
逆
転

勝
ち
し
、
準
決
勝
、
 

決
勝
で

は
一
対

一

の
ま
ま
延
長
戦

に

入
り
、
特
別
ル

ー
 

ル
で
や
っ
と
の
」
」
 

と
で
勝
つ
こ
と
が
ー
 

で
き
ま
し

た
。
本

一

当
に
伸
び
伸
び
と
一

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
を

一

発
揮
す
る
こ
と
が
一

で
き
た
の
で
す
。
 

そ
の
お
か
げ
で
、

一

厳
し

い
戦
い
を
勝
 

一
伸
び
伸
び
野
球
で
 

一
 
力

を
発

揮
 

ち
抜
け
て

こ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

こ
の
様
に
思
う
存
分
試
合
で
き

た
の
も
家
族
の
協
力
、
応
援
し

て

下
さ
っ
た
皆
様

の
お
陰
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
来
年
も

ー
つ
ー
つ

の
試
合
を
大
切
に
チ

ー
ム

ー
同
頑

張
る
つ
も
り
で
す
の
で
、

よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。
 

一
 
県
大
会

（
町
村
の
部
）
優
勝
と
 

ー
いう
、
思
い
が
け
な
い

こ
と
2
チ
 

ー
ー
ム

ー
同
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
 

ー
お
り
ま
す
。
 
「参
加
す
る
こ
と
に

一意
義
あ
り
」
と

い
う
気
持
ち
で
臨

一ん
だ
県
大
会
で
し
た
の
で
、
余
計
 

一
 

	・HHIIII川川Il 広報かなき ⑩ 

10月届出分 

戸 

籍 
の 

窓 

泉田真藤平 

谷史藤本川 お 

巻梅；尚l ，め
ぎタタダ讐で 

E讐貸童置と 

川金金責嘉う 
倉木木市瀬 

前原阿古角

田 田 保川 田 

美み佳 t太G祐1美み

貴き毅き精わ也や南1 

（幸
人
）
 

（功
二
）
 

（隆

） 

隆 

、 

前年同月比 

L 	64 

z 	73 

L 	137 

A 	13 
	ノ 

10月末現在 

男 6,084人 

女 6,718人 

計 12,802人 

世帯数 3,873 

、
 

ノ
 

人
ロ
と
世
帯
 

／
 

、
 

弘 1一 喜金金嘉金

市 市木木瀬木

今蒔大泉田 佐 

（
春彦
）
金
 

弘
）
喜
良
市
 

お
し
あ
わ
せ
に
 
前
 
‘
ー
 
良
 

霧
が
鷲
鞠

鴫
柿
 

（鋤
り
誓
唯
一
稽師

露
和
鵬雄
驚
「
誘
 

（」」
「
維一
携
騒
「
 

谷
 
イ
 
マ
（
7
8才
）
川

川
 
義
則

（
6
1オ
）
 

田
寿
津

子

（
3
5才
）
 

リ
 
ツ
（
7
9才
）
 

広
報
か
な
いさ
十
月
口万
十
四
ぺ

ー
 

ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
し
て
お
』
託
び申
し
上
げ
ま
す
ロ
 

①
白
 

川
美

幸
 

⑧
白
 

川
美

幸
 

お
く
や
み
 

藤

忠
五
郎

（
8
6オ
）
喜
良
市
 

岩
村
粂

太
郎
（
8
5才
）
 

訂
正
と

お
詫
び
 

ギ
 
ョ

（
7
8才
）
金
 

嘉嘉金金川 金

瀬瀬木木倉木 

は じめま して 
う め の 

梅 乃ちゃん 

9 月30日生まれ 
体重 	3,426g 

さとし 
怜ちゃん 

9 月20日生まれ 
体重 	3, 530 g 

嘉 瀬 下 古 町 
金木芦野団地51号 平川亮治さんの 2 男 
真藤隆男さんの長女 お兄ちゃんにまけないよ 

素直でやさしい子に育っ うに元気にたくましく育 
てほしいです ってほしいです 

（母 敦 子より） （母 すが子より） 
1
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